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通常評価

京都市歴史資料館 文化市民局文化芸術都市推進
室歴史資料館

０７５ ２４１ ４３１２
http://www.city.kyoto.lg.jp/bunshi/soshiki/6-3-8-0-0.html 担当係長　細野忠

部分委託

(名称)　近建ビル管理株式会社　他  

(内容)　設備の保守管理，清掃等一部業務を
委託  

京都市歴史資料館条例   

一般会計

京都市上京区寺町通荒神口下る松蔭町１３８番地の１ 昭和57年10月

1901　市民だれもが参加できる「学びのネットワーク」の拡充

京都の歴史に関する資料の保存及び活用を図り，市民の文化の向上及び発展に資することを目的とす
る。

昭和４０年４月に設置された京都市市史編さん所を前身としており，「京都の歴史」，「史料　京都
の歴史」の編さんを行うとともに，京都市内の旧家や社寺から古文書を中心に大量の歴史資料の寄贈
・寄託を受けていたが，これらの資料を良好な状態で保管する施設が必要となり，建設したものであ
る。

敷地面積１，１８３㎡，建物床面積７０７㎡，延床面積２，０１６㎡ 
地上２階・地下１階 
（１階）　展示室，映像展示室，撮影室，事務室等 
（２階）　研究室，閲覧室，特別収蔵室，収蔵室等 
（地下）　民俗収蔵室，研修室等 

市内の民家や社寺などに受け継がれている古文書を収集（寄託・寄贈），保存し，調査・研究により
歴史資料として整理し，公開するとともに，歴史に関する相談に応じ，市民等がこれらを活用できる
ように支援する。研究成果は「叢書　京都の史料」としての刊行や（既刊15巻），明治150年連続歴
史講座の開催など歴史資料館における展示（年間４～５回程度開催），講座（平成30年度は13講座延
べ１7日間開催），インターネットによる情報提供システム「フィールドミュージアム京都」や史料管
理システム「文書一覧」などを通じて市民等に提供している。     
平成30年度は，所蔵する歴史史料，マイクロフィルムのうち劣化の著しいものの一部について引き続
き修復を行った。
さらに，展示室にスポット展示コーナーを設け，時宜に応じた資料で9回の展示を行った。

館設備保守管理委託料

エレベータ保守管理委託料

館機械警備委託料

映像機器保守管理委託料

イントラネットパソコン保守委託料

収蔵資料のくん蒸委託料　他

光熱水費，機器等修理，消耗品等購入　他
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     3,384     3,739     3,629     21,957     20,096     18,730



京都市歴史資料館

    581,722

     27,289

100       4,874

50

無料  

無料

10 (うち局長　人，部長　人，課長１人，係長１人，係員2人，嘱託6人)
0

10
京都市考古資料館

京都府立総合資料館（京都府立京都学・歴彩館
）

歴史資料館は古文書資料を主対象とするが，
考古資料館は埋蔵物を主対象とする。

歴史資料館は市域の歴史資料を対象とするが，府立
総合資料館は府下も含め京都全域に関する諸資料を
対象とする。  

人      21,957      20,096      18,730

閲覧件数

相談件数

古文書講座等（年５～６回開催）受講者数
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742977513567973主管課900京都市歴史資料館無料　　　　　　　　無料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都市考古資料館京都府立総合資料館（京都府立京都学・歴彩館）歴史資料館は古文書資料を主対象とするが，考古資料館は埋蔵物を主対象とする。歴史資料館は市域の歴史資料を対象とするが，府立総合資料館は府下も含め京都全域に関する諸資料を対象とする。　　75437760697247600310011409341403
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　個人を対象とし，日常生活に欠かすことのでき
ないというほどではないサービスが該当します。
行政が関与するのは，サービスの供給に問題
があり，公平平等なサービス提供できていない
場合に限られます。
【例】　資格取得のための社会人教育など

　 個人を対象と し ， 日常生活に欠かすこ と ので
き ないと いう ほどではないサービスが該当し ま
す。
行政が関与するのは， サービスの供給に問題が
あり ， 公平平等なサービス提供でき ていない場
合に限ら れます。
【 例】 　 資格取得のための社会人教育など

　 日常的， 定型的な業務のため， 政策的な判断
を伴わず， また， 業務を進めていく う えで， 行
政の専門的な知識やノ ウハウ等は必要と し ませ
ん。
　 サービスの提供についての行政の責任を明確
にするなどし たう え， 行政以外の実施主体を 積
極的に検討すべき 業務です。

　日常的，定型的な業務のため，政策的な判断
を伴わず，また，業務を進めていくうえで，行政
の専門的な知識やノウハウ等は必要としません
。
　サービスの提供についての行政の責任を明確
にするなどしたうえ，行政以外の実施主体を積
極的に検討すべき業務です。

京都市歴史資料館　個人を対象とし，日常生活に欠かすことのできないというほどではないサービスが該当します。行政が関与するのは，サービスの供給に問題があり，公平平等なサービス提供できていない場合に限られます。【例】　資格取得のための社会人教育など　日常的，定型的な業務のため，政策的な判断を伴わず，また，業務を進めていくうえで，行政の専門的な知識やノウハウ等は必要としません。　サービスの提供についての行政の責任を明確にするなどしたうえ，行政以外の実施主体を積極的に検討すべき業務です。



京都市歴史資料館

来館者数 人

来館者数 人 25,050 25,050 25,050 25,050

21,957 20,096 18,730

87.7 80.2 74.8

普通 普通 普通

来館者数の増加は，歴史資料館の事業内容や
役割を広く市民等に理解してもらうことに繋
がるため。

目標値は，過去最高実績値とする。     
   

市民全般

約１４７万人（平成30年１０月１日推計人口）

約１４８万人

京都市の人口は中長期的に人口減少傾向が続くと見込まれている。

人 21,957 20,096 18,730

     75,437      76,069      72,476

3,436 3,785 3,870

10.2 2.2

かなり悪くなった 悪くなった

来館者数 元年度(実施予定)
叢書　京都の史料16刊行

近隣類似施設との統合も視野に入れた歴史資料館のあり方の検討
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京都市
歴史資
料館754377606972476来館者数の増加は，歴史資料館の事業内容や役割を広く市民等に理解してもらうことに繋がるため。目標値は，過去最高実績値とする。　　　　　　　　市民全般約１４７万人（平成30年１０月１日推計人口）約１４８万人京都市基本計画において京都市人口は横ばいと推計されている。来館者数元年度(実施予定)叢書　京都の史料16刊行近隣類似施設との統合も視野に入れた歴史資料館のあり方の検討


